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子群の発現に関する知見が得られはじめ（Endo et al., 

















プライモケーン結実性品種の‘ヘリテージ’を 25℃，16 時間日長あるいは 8 時間日長の条件下に置き，生育途中で日長条件を変え，
その生育状況について検討した．16 時間日長から，定植 117 日後に 8 時間日長に移動した後 8 時間日長で生育させたほか，定植 117
日後に 8 時間日長に移動し，1，2 および 3 週間置いた後，16 時間日長に戻して生育させた．また，8 時間日長から，定植 117 日後
に 8 時間日長に移動した後 16 時間日長で生育させたほか，定植 117 日後に 16 時間日長に移動し，1，2 および 3 週間置いた後，8 時
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土 14L にマグアンプ K（中粒）（N:P:K:Mg＝6：40：
6：15）30g を施用）を入れた苗箱に定植し，最低温
度 15℃に設定したガラス温室で生育させた．12 月 1
～2 日に，株分けした際に用いた用土と同じ組成の
用土を入れた 7.5 号 Y ポットに鉢上げし，これまで
と同じ条件で生育させた．12 月 16～18 日に 9 号の
プラスチックポットに定植し，人工気象器に入れ，
ポットの置床面が 90cm となるように，棚の上に置
いた（本研究においては，12 月 18 日を定植 0 日と
した）．吸枝の生育に伴い，定植 82 日後（2016 年 3
月 9 日）にポットを人工気象器の床に下ろした．光
源は 175W メタルハライドランプ 2 機／坪および
40W 蛍光灯 4 本／坪とし，日長を 16 時間（16 時間





各条件に 4 ポット（2 個体／ポット）を置いた．
吸枝長および節数を 2 回／月測定し、花芽分化の状
況を観察した．定植 116 日後（2016 年 4 月 12 日）
まで，最初に人工気象器に入れた日長条件，すなわ
ち 16 時間日長あるいは 8 時間日長で生育させた． 
16 時間日長からの日長条件の変化． 
日長条件の変化によって，4 つの試験区を設定し
た．定植 117 日後（2016 年 4 月 13 日）に，8 時間日
長に移動させ，その後 8 時間日長で生育させたもの
を「L→S」区とした．定植 117 日後に 8 時間日長に





試験区を設定した．定植 117 日後に，16 時間日長に
移動させ，その後 16 時間日長で生育させたものを
「S→L」区とした．定植 117 日後に 16 時間日長に







吸枝長は，定植 49 日後（株分けから 2 か月後）に
おいて 27cm，定植 63 日後に 48cm となった後，生
育が旺盛となり，定植 105 日後には 119cm となった
（図 1）．定植 117 日後から 8 時間日長に移した「L
→S」において，定植 151 日後に 161cm，定植 182 日
後には 170cm となった．定植 117 日後から 1 週間 8
時間日長に移した後に 16 時間日長に戻した「L→S1
→L」においては，定植 151 日後に 151cm，定植 182
























16-h → 8h 1W → 16h（L→S1→L）
16-h → 8h 2W → 16h（L→S2→L）
16-h → 8h 4W → 16h（L→S4→L）
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の 8 時間日長に移した「L→S2→L」においては，定
植 151 日後に 162cm，定植 182 日後には 182cm とな
った．定植 117 日後から 4 週間の 8 時間日長条件下
に置いた「L→S4→L」では，定植 151 日後に 176cm，
定植 182 日後には 194cm となった． 
節数についてみたところ，定植 49 日後に 19 節，
定植 105 日後には 48 節となった（図 2）．「L→S」に
おいては，定植 151 日後に 69 節，定植 182 日後には
78 節となった．「L→S1→L」「L→S2→L」および「L
→S4→L」における節数は，定植 151 日後および 182
日後において，それぞれ、62 および 72 節，69 およ




吸枝長は，定植 49 日後において 36cm，定植 63 日
後に 47cm となった後，定植 105 日後には 73cm とな
った（図 3）．定植 117 日後から 16 時間日長に移し
た「S→L」において，定植 151 日後に 76cm，定植
182 日後には 93cm となった．定植 117 日後から 1 週
間 16 時間日長に移した後に 8 時間日長に戻した「S
→L1→S」においては，定植 151 日後に 88cm，定植
182 日後には 91cm となった．定植 117 日後から 2 週
間 16 時間日長の条件に置いた「S→L2→S」におい
ては，定植 151 日後に 89cm，定植 182 日後には 94cm
となった．定植 117 日後から 4 週間の 8 時間日長条
件下に移した「S→L4→S」では，定植 151 日後に
112cm，定植 182 日後には 121cm となった． 
節数についてみたところ，定植 49 日後に 20 節，
定植 105 日後には 41 節となった（図 4）．「S→L」に
おいては，定植 151 日後に 48 節，定植 182 日後には
53 節となった．「S→L1→S」「S→L2→S」および「S
→L4→S」における節数は，定植 151 日後および 182
日後において，それぞれ、50 および 53 節，52 およ















16-h → 8h 1W → 16h（L→S1→L）
16-h → 8h 2W → 16h（L→S2→L）


























8-h → 16h 1W → 8h（S→L1→S）
8-h → 16h 2W → 8h（S→L2→S）
8-h → 16h 4W → 8h（S→L4→S）





















8-h → 16h 1W → 8h（S→L1→S）
8-h → 16h 2W → 8h（S→L2→S）
8-h → 16h 4W → 8h（S→L4→S）
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Effect of Day Length on the Growth of a Primocane Fruiting Raspberry 
Cultivar in Plant Growth Chambers
Hiroyuki Imanishi
Field Education and Research Center, Faculty of Bioresource Sciences, Akita Prefectural University
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This study examined the relationship between day length and flower bud formation in a raspberry (Rubus idaeus L.) by studying a pot-cultivated 
primocane fruiting raspberry cultivar ‘Heritage,’ which was incubated under a condition of 8- or 16-hour daylength at 25°C. Daylength conditions 
were changed during the growth stage and the growth state was examined. Plants cultivated under 16-hour daylength until 117 days after planting 
were subsequently placed under 8-hour daylength. Other plants were subjected to the same conditions, but after one, two and three weeks of growth 
under 8-hour daylength, these plants were returned to 16-hour daylength growing conditions. Additionally, plants placed under 8-hour daylength 
until 117 days after planting were subsequently placed under 16-hour daylength growing conditions. Other plants were subjected to the same 
conditions, but after one, two and three weeks of growth under 16-hour daylength, plants were returned to 8-hour daylength growing conditions. 
At 117 days after planting, plants placed under 16-hour daylength had greater sucker length and node number than plants grown under 8-hour 
daylength. Even when day length conditions were subsequently changed, substantial difference in suction length and node numbers was not 
observed, and the effect of day length change was not seen. As for flower bud differentiation, no flower bud formation was observed under any 
conditions. Future work to investigate the relationship between plant growth stages, temperature, and day length conditions will be performed in 
order to explore conditions for flower bud differentiation.
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